
 
（様式７－高等学校（中等教育学校を含む），特別支援学校高等部用） 

平成２２ 年 ６月 ２３日 

茨城県国際理解教育推進協議会 

会 長  石川 哲夫 殿 

ワールドキャラバン国際理解教育実施報告書 

学校名  茨城県立友部高等学校    担当教諭名  萩原 和子  

「ワールドキャラバン」国際理解教育については，下記のとおり実施しましたので報告します。 

記 

実施日時 平成 ２２ 年 ６ 月 ４ 日（ 金 ） １３：００ ～ １６：００   

対象学年と人数    ３学年の希望者 ３８名 

派遣講師名と出身国 
新垣 マリア（ペルー）        韓 昌侚（韓国） 

ネケロワ マリーナ（ウクライナ）  パーコフィー エイキンス（ガーナ） 

村尾 光子（コーディネーター） 

活動の内容 ・コーディネーターの主導のもと、全体会として講師がそれぞれの国の簡単な紹介を行った。 

・ペルー・韓国・ウクライナ・ガーナの４グループから２カ国を選んで、各国の文化・習慣等についての

話を聞いた。（１グループ５０分） 

今回実施されたワー

ルドキャラバンにつ

いて評価 
 
Q1~Q3 それぞれ一

つ選んでください。 

事業に参加しての意見・感想 

今年で３年目ですが，この行事を楽しみにしていて毎回参加している生徒も何人もいま

す。講師の方も民族衣装や楽器，ＣＤやパソコンを使っての具体的な説明など工夫を凝ら

してくださり，とても活発な活動でした。 

生徒・保護者等参加

者の感想 
食文化の違いに驚き、また、紫のトウモロコシなどを実際に食べてみたいと思った。 ／ Ｒの巻き舌の発

音などスペイン語がとても興味深かった。 ／ あいさつや学校のこと、地域によって違う民族衣装がある

とことなどが分かって良かった。(ペルー) ／ 韓国と日本の同じところ、違ったところが分かって良かっ

た。／  初めて知ったことが多かった。 学校と私生活が厳しいと思った。 ／ 北と南では自然や文化が全

然違うと聞いて勉強になった。また、北朝鮮問題が心に残った。（韓国） ／文化の違いが分かって良かっ

た。 ／ スクリーンを使いゆっくり説明してくれたので分かりやすかった。 ／ 建築物は日本と違う

のに自然は似ていると聞き、興味を持った。そして、ウクライナの自然が美しく行きたいと思った。 ／ 

旧ソ連に支配されていたためロシアの影響を受けていると知った。（ウクライナ） ／ 太鼓などの楽器を

実際に使えて楽しかった。 ／ ガーナのしつけ，教育はとても厳しいが日本も見習うべきだと思った。 ／ 

文化や習慣の違いがわかったので話を聞けて良かった。（ガーナ） 

先生の感想 希望者を募集したところ３年生だけで３８名となり、今回は３年生のみの参加としました。全員が１回

は異文化コミュニケーションを経験していますが、それがとても有意義だったことが今回の参加につなが

っていると思います。この体験をきっかけに大学で文化交流学科や国際コミュニケーション学科などに進

学をした生徒もいます。 

コーディネーターをはじめ各講師の方々の話は、すべて生徒たちを引き付けるものばかりでした。また、

太鼓やダンスなども実際に体験できて、参加者は皆とても貴重で満足度の高い時間を過ごすことができま

した。次の機会もよろしくお願いします。 



 



（様式７－高等学校（中等教育学校を含む），特別支援学校高等部用） 

平成 ２３年 １月 １９日 

茨城県国際理解教育推進協議会 

会 長  川 俣 勝 慶  殿 

ワールドキャラバン国際理解教育実施報告書 

学校名 茨城県立友部高等学校    担当教諭名 萩原 和子 

「ワールドキャラバン」国際理解教育については，下記のとおり実施しましたので報告します。 

記 

実施日時 平成２２年 １２月 １７日（金）  １０：４５  ～ １２：３５   

対象学年と人数    １年４組  ３９名 

派遣講師名と出身国 
田中 アルバ（ニカラグア）      張 辰嬌（中国） 

グ ミンチョル（韓国）        ホーキムゴック カムトゥ（ベトナム） 

村尾 光子（コーディネーター） 

活動の内容 ・ニカラグア・中国・韓国・ベトナムの４グループから２カ国を選んで、各国の文化・習慣等についての

話を聞いたり、実際にゲームなどを体験した。（１グループ５０分） 

生徒・保護者等参加

者の感想 
ニカラグアのことがわかってよかった ／ ダンスなど一緒に踊れて楽しかったし，娘さんが行ったメキ

シコの話も聞けてよかった ／ 講師の先生はあたたかく前向きになれるようなことをたくさん言ってく

れた。とても楽しかった （ニカラグア）／ 中国語は難しいと思った ／ 現在の中国や文化・習慣に

ついてたくさん学べた ／ 自分の名前をどう中国語で読めるのか教えてもらっていい勉強になった 

（中国）／ 韓国は日本から近いが知らないことがたくさんあるが、少しわかった ／ 韓国は勉強が大

切で学生は大変だと思った ／ 韓国は母が好きなのでなんとなく知っていたが、いろいろとわかって良

かった ／ 韓国の歴史や文化、経済、そして軍隊についていろいろなことがわかって良かった。もっと

知りたいと思った （韓国）／ 色々なものを作ったり，いろいろな話を聞いたり，文化を知ることが出

来て楽しかった ／ 先生の話し方がわかりやすかった。とてもいい勉強になった ／ 初めて食べた生

春巻きがとてもおいしかった （ベトナム） ／ 異国のそれぞれの文化について学習できて感激した ／ 

その国の独特の文化、食事、風習が聞けて良かった。また参加してみたいと思った 

先生の感想  講師の先生方がいろいろと事前に準備をしてくださり、工夫された内容で生徒たちが生き生きと活動し

ていました。生徒にとって近年のドラマや歌の影響で身近に感じている韓国、隣国であるが心理的に距離

がある中国、同じアジアにありながら知らないことが多いベトナム、あまりなじみのないニカラグアと、

多様な国の講師の先生に来ていただき学ぶことが多い講座だったと思います。他国の文化を教科書で学

ぶこととは違って、いろいろな国の方々と直接交流することで、先入観を取り払ったり、未知の事柄へ

の探究心を呼び起こすなどの成果がありました。ありがとうございました。 



 



（様式７－高等学校（中等教育学校を含む），特別支援学校高等部用） 

平成 ２３年 １月 １９日 

茨城県国際理解教育推進協議会 

会 長  川 俣 勝 慶  殿 

ワールドキャラバン国際理解教育実施報告書 

学校名 茨城県立友部高等学校    担当教諭名 萩原 和子 

「ワールドキャラバン」国際理解教育については，下記のとおり実施しましたので報告します。 

記 

実施日時 平成２２年 １２月 ３日（金）  １０：４５  ～ １２：３５   

対象学年と人数    １年３組  ３９名 

派遣講師名と出身国 
田中 アルバ（ニカラグア）       チャン ジョンリョン（韓国） 

マスクート エブラヒム（イラン）   ホーキムゴック カムトゥ（ベトナム） 

活動の内容 ・ニカラグア・韓国・イラン・ベトナムの４グループから２カ国を選んで、各国の文化・習慣等について

の話を聞いたり、実際にゲームなどを体験した。（１グループ５０分） 

生徒・保護者等参加

者の感想 
韓国の言葉や伝統的な踊りを一緒に学び、楽しかった／ 韓国の文化や言葉や文字を詳しく知る事ができ

ておもしろかった ／ 講師の先生は日本語が上手で歌もうまく、話しやすくてとても楽しかった（韓国） 

／ 貴重な体験ができて良かったので、また参加したい ／ 日本と違うことが多いのはびっくりした。

学校が男女別であること、物価の違いなどに衝撃を受けた ／ 講師の先生がとてもおもしろくて楽しく

話をきけた。イランのことがよくわかり、イメージが変わった （イラン）／ 講師の先生とたくさん話

ができたし、ベトナムのことがいろいろわかってすごく楽しかった ／ もっと時間があれば良かった。

／ ベトナムの人は顔立ちがはっきりしていてとてもきれいだと思った（ベトナム） ／ 予想外に楽し

くて、ニカラグアの人と仲良くなりたいと思った ／頭を使った遊びで難しかった。また音楽に合わせて

踊って楽しかった ／ すごく楽しかったのでまたお会いしたい（ニカラグア）  

先生の感想 今回は、ニカラグア・韓国・ベトナム・イランの講師の先生に来ていただきました。生徒達た

ちは、映像や写真での国の紹介だけではなくゲームやダンスを実際に体験したり、民族衣装を着

せていただいたりして大変喜んでいました。じっと座って話を聞いている受け身の授業とは違

い、生き生きとした表情を見せていました。積極的に質問をしたり自ら活動したりと、交流を盛

り上げている場面もありました。このような機会がまたあれば、ぜひ参加したいと感想に書いて

いる生徒もたくさんいます。他国との違いを知ることで、自分たちについて知ることができ、自

分たちとは違うものを受け入れることを学んだようです。 

 



（様式７－高等学校（中等教育学校を含む），特別支援学校高等部用） 

平成 ２３年 １月 １９日 

茨城県国際理解教育推進協議会 

会 長  川 俣 勝 慶  殿 

ワールドキャラバン国際理解教育実施報告書 

学校名 茨城県立友部高等学校    担当教諭名 萩原 和子 

「ワールドキャラバン」国際理解教育については，下記のとおり実施しましたので報告します。 

記 

実施日時 平成２２年 １２月 １５日（水）  １０：４５  ～ １２：３５   

対象学年と人数    １年２組  ３９名 

派遣講師名と出身国 
田中 アルバ（ニカラグア）      張 辰嬌（中国） 

マスクート エブラヒム（イラン）   ホーキムゴック カムトゥ（ベトナム） 

活動の内容 ・ニカラグア・中国・イラン・ベトナムの４グループから２カ国を選んで、各国の文化・習慣等について

の話を聞いたり、実際にゲームなどを体験した。（１グループ５０分） 

生徒・保護者等参加

者の感想 
中国のいろいろなことがわかって楽しかった ／ 中国と日本の文化や伝統は違うと言うことを実感した 

／ 自分の名前が中国語でわかってよかった（中国） ／ イラン特徴や有名なことなどのいろいろなこ

とがわかったし， 講師の先生も楽しかった ／ イランの食べ物を食べてみたいと思った ／ めった

に聞けないような他の国の話が聞けてよかった ／ 文字がまったく違っていて驚いた。（イラン） ／ 

ベトナムの学校と日本の学校の生活はけっこう違うことに関心を持った ／ ベトナムにはあまり興味が

なく、知らなかったがいろいろわかった ／ ベトナムに行ってみたいと思った（ベトナム） ／ 講師

の先生が、人間的なことなど今後のためになるようなことを話してくれた ／ 国によって文化が違った

りと日本とは違うところがわかり、良い経験になった ／ ニカラグアのダンスがすごかった。ダンスを

体験できて楽しかった （ニカラグア） ／ 世界は広く、自分が知らないことがたくさんあると思うの

で、他の国のことも調べてみようと思った ／ 他の国の人と触れあうことは自分の為になると思う。日

本人と違う考え方だけど、前向きな考えですごく共感した 

先生の感想  生徒たちにとってこのような異文化体験は初めてで、普段の教室での座学とは違いとても生き生きとし

た表情で参加していました。このクラスは活発な生徒が多いので、積極的に反応していたようです。１２

月になって３回目の講座ということもあり講師の先生も本校の生徒の雰囲気に慣れて、生徒の反応をあら

かじめ予測してスムーズに講座が進行されていました。今まで知らなかった国の習慣や文化はもちろん、

なじみがありよく知っていると思う国でも未知の事柄がたくさんあるということに気づくことができ大変

貴重な経験ができたと思います。 

 



（様式７－高等学校（中等教育学校を含む），特別支援学校高等部用） 

平成 ２３年 １月 １９日 

茨城県国際理解教育推進協議会 

会 長  川 俣 勝 慶  殿 

ワールドキャラバン国際理解教育実施報告書 

学校名 茨城県立友部高等学校    担当教諭名 萩原 和子 

「ワールドキャラバン」国際理解教育については，下記のとおり実施しましたので報告します。 

記 

実施日時 平成２２年 １２月 １０日（金）  １０：４５  ～ １２：３５   

対象学年と人数    １年１組  ３８名 

派遣講師名と出身国 
田中 アルバ（ニカラグア）      張 辰嬌（中国） 

マスクート エブラヒム（イラン）   ホーキムゴック カムトゥ（ベトナム） 

活動の内容 ・ニカラグア・中国・イラン・ベトナムの４グループから２カ国を選んで、各国の文化・習慣等について

の話を聞いたり、実際にゲームなどを体験した。（１グループ５０分） 

生徒・保 
 
護者等参加者の感想 

ダンスやゲームがすごく楽しかった ／ ニカラグアのことをわかりやすく教えてくれて良かった ／ 

ニカラグアの遊びをしたり言葉を少し覚えることが出来てよかった ／ 海外の人との交流は少し緊張す

るが、コミュニケーションがとれたのでよかった （ニカラグア） ／ 中国での自分の名前を教えても

らってよかった ／ 学校生活が日本と全く違ったり、いろいろと文化の違いがありたくさん学ぶことが

できた ／ 中国の踊りをたくさん見られてよかった ／ ビデオもまじえての説明で、とても分かりや

すく楽しかった。行ってみたいと思った （中国） ベトナムの雑誌やベトナムの案内のスライドショー

を見られて良かった ／ 野菜を使った料理が多く、とても美味しそうだった ／ ベトナムのことがい

ろいろとわかり良い経験になった。（ベトナム）一番高いお金を触ったり、イランの女性が被る物を実際に

被ることが出来て良かった ／ 講師の先生がおもしろくて、質問もできて良い時間を過ごせた ／ 文

字が暗号のようで難しかった ／ いろいろな物の価格や意外な習慣などを聞いて視野が広がったので参

加して良かった（イラン） 

先生の感想 講師の先生方に生徒の反応に合わせて自国の文化や習慣，日本との違いなどいろいろなことを分かりや

すく説明していただき、生徒たちは大変満足していました。中国は隣の国でありながら、マスメディ

アによって伝わってくる情報しか知らなかったため、実際に話して得た情報と異なっていること

に驚いていました。また、ニカラグアは日本から遠い国なので今までに交流する機会がなかった

国でしたが、直接話を伺ったり、映像を見たり、ゲームやダンスなどを体験することで親近感を覚えたよ

うです。生徒たちの視野も広がり，よい交流ができてとても充実した時間を過ごせました。 

 


